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荊 590号 奈 良 市 民 だ よ り 昭和61年 8月15日 (8)

▼ ▼ 用 丑 善 く な ら ち克 金 蔓 言 え よ 蛮

九空 重 孟至 芸 葦 萱 筆 墨 誓 毒 蓋 警 … 星 雲 冒 雷 撃 … 岳 藍 萱 空 軍 薫 等 奉 書 ら に

の 病 ､な∇ 離 断 照* 1=-= H し そ 砂 上

士∇亜 ぎ 上* 支 9 L三 菱 嘉 誓 重 苦 薫 書 芸 買 琶 墓 芸 言1壷 華 書 芸 蓋 蔓 雪 雲 章 要 撃軍 服重 責 藁 毒 筆 萎 蓋 芸 て 葦 萎 潮 書 ク G 力 つ 一,i:I_ し ン ク 寸 行 以 】兼 か が⊥ 豊 : gt掛 与 g ⊥ 晶 三 吉 ê慧 完=悪妻 墓 室 萱萎 識 芸 警 蓋い 上 lエ ビ L
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子 宅 しこ二 三 習 芸 を器 等 警 … 杢並 l午- 小 一 灸 か 蒜 か 竜 な で … 甘

喜 葦 要 撃雲 量 言 明 冨 孟 鞘 墓 室 撃 藁 葺 雲 酢 芸 表 空 軍 :} 要 害 至 芸 空 室 量9
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墓 ≡ 轟l契 且 と 7冊 傭 葦9 9 9
9 9 票 璽 市 r… 音 名 .名 .月 … 安 桝

9良 丁 保表i乳 投 首 .富 4 西 .妻 生･畏 臼.竺星空児 区 業

芙 琵 三 雲 監 守 品各 ケ 児 . 【基主 畜 重 患 で q芋 蔓 誓 讐 昆 髪 b琴 許 諾 芙 手 写 三幸亨悪

りよだ民市良奈

州
四
歳
以
上
、
医
療
機
関
で
無
料

(.) 昭和61年 8月四日

九
月
か
ら
一

m: 590号

高
齢
者
に
、
心
身
の
健
織
を
保

ち
健
ぞ
か
な
老
後
を
送
っ
て
も

ら
う
た
め
に
脳
卒
中
中
心
臆
病

な
ど
の
成
人
病
の
早
期
発
見
、
と

〈
に
肝
疾
患
の
予
防
を
め
ざ
し
て

老
人
保
健
法
に
よ
る
一
般
健
辰
惨

査
を
九
月
か
ら
実
錯
し
ま
す
。
そ

の
必
ら
ま
し
は
つ
ぎ
の
通
り
で

対
象
と
な
る
の
は
四
十
歳
以
上
り

人
で
周
立
奈
良
病
院
を
除
〈
市

内
の
医
療
機
関
(
県
立
奈
良
病
院

は
土
層
日
を
除
く
)
な
ら
ど
こ
で

も
受
け
ら
れ
ま
す
。
料
金
陪
原
則

k
し
て
無
料
で
す
。

-

h

舷
惨
盆
の
内
容
は
問
診
、
検

尿
、
血
匡
測
定
、
内
科
診
察
そ

れ
に
今
年
か
ら
新
た
に
肝
機
能
検

査
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

必
要
に
応
じ
て
務
稽
惨
査
〔
六
イ

五
歳
未
満
の
人
は
宿
料
》
も
興
住
砲

し
ま
す
。

自
営
業
の
人
や
主
婦
な
左
ふ

だ
ん
倹
惨
を
受
け
る
複
合
の
危
い

人
は
ぜ
ひ
ニ
の
健
麗
診
査
を
利

用
し
て
く
だ
さ
L
。

マ
四
+
a
ht
A
ハ
+
四
綾

〔
大
正
十

年
十
二
月
一
日
j
陥
和
二
十

一

年
十
-
月
三
十
日
生
ま
れ
》

の

人
・
九
月

-
臼
i
+
-
月
二
十

九
自
の
三
カ
月
に
わ
た
っ
て
実

施
し
ま
す
。
施
般
な
ど
に
入
所

中
の
人
を
除
き
、
骸
当
者
会
員

に
八
月
下
旬
受
砂
a
僚
を
艶
迭

し
ま
寸
。

V
潟
大
+
五
怠
以
上
(
大
正
十
年

ふ
T

-

月
三
十
日
以
前
の
生
ま

れ
)
の
人
H
十
月

-
白
J
十
一

月
二
十
九
日
の
二
カ
月
間
実

施
。
鹿
股
な
と
に
入
所
中
の
人

を
除
き
、
敵
当
者
全
員
に
九
月

般
健
康
診
査

下

旬

受

診
棄
を
郵
送
し
ま

す
。

v-署
た
倉
り
の
人
N
四
十
銭
以
よ

の
寝
た
き
り
の
人
に
は
筋
問
鯵

査
を
実
施
し
ま
す
。
医
師
闘
が
そ

れ
ぞ
れ
の
家
へ
幽
向
き
惨
査
し

ま
す
。

こ
の
惨
査
を
受
け
る
に
は
申
簡

が
必
要
で
、
代
理
の
人
が
市
衛
生

課
ま
た
は
市
保
健
セ
ン
タ
ハ
い

ず
れ
も
二
条
大
路
前
一
了
目
倉

@
-
一
一
こ
で
手
続
き
を
し
て

〈
だ
さ
L
。

一
健
康
手
帳
交
付
~

T

や
相
談
な
ど
も
γ

こ
れ
ら

ニ
骸
健
出
陳
診
去
の
ほ
か

に
老
人
保
健
法
に
よ
る
耐
の
機

業
と
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
ζ
k
を

行
っ
て
い
ま
す
。

マ
健
康
正
予
帽
の
交
付
同
七
十
銭
以

ょ
の
方
に
は
す
で
に
か
A
付
さ
れ

て
1

・ま
す
が
、
新
た
に
凶

l

六
イ
九
般
の
人
に
希
留
に
昨
め
し

て
無
料
で
健
尿
手
娠
を
渡
し
ま

す
。
ζ
の
手
帳
は
各
魯
験
惨

受
診
の
記
録
な
と
を
昆
入
し
、

自
己
め
健
康
管
創
立
に
役
立
て
て

も
ら
う
た
め
の
も
の
で
す
〈
こ

の
手
帳
で
採
僚
の
給
付
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
》

図

交
付
希
鎮
者
は
、
市
衛
生
廊

ま
た
は
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
来

て
く
だ
さ
い
。

マ
成
人
鎗
康
相
極
限
岡
市
保
健
セ
ン

タ
で
四
十
銀
以
上
の
人
と
そ

の
家
族
を
対
象
に
毎
月
第
三
水

限
目
に
医
師
に
よ
る
健
康
相
訴

を
受
け
付
け
て
L
さ
す
。
成
人

衝
を
は
じ
め
健
康
に
つ
い
て
の

心
配
療
や
相
診
が
あ
る
人
は

電
話
で
同
セ
ン
タ
ヘ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
t
o
時
聞
は
午
後

一
時
半
か
ら
。
料
金
は
無
創
刊
。

鑑
当
は
西
尾
功
医
師
枢
後
L
ζ

岡
崎
に
希
担
者
に
は
血
百
也
捕
定

や
倹
採
な
と
の
簡
単
な
検
盆
を

行
う
ほ
か
健
験
手
帳
を
渡
し

ま
す
@

マ
保
憧
婦
に
よ
る
齢
問
繍
渇

u家

直
医
で
寝
た
ぎ
り
の
四
十
歳
以
ょ

の
人
を
対
象
に
保
健
婦
な
ど

治
動
問
し
て
綴
糧
費
や
介
穫
の
し

か
た
な
ど
を
指
導
し
ま
す
。

稲
盛
街
は
電
話
で
市
保
健
セ
ン

タ

ヘ

。

以
上
の
よ
う
な
各
種
保
健
事
業

を
骨
ヲ
て
i

も
ま
す
が
こ
れ
ら
に

対
す
る
問
L
合
わ
せ
ば
市
保
健
セ

γ
タ
ヘ
。
ま
た
"
ガ
ゾ
・

子
宮

ガ
ン
検
鯵
に
つ
L
て
は
次
号
に
鍋
則

被
し
ま
す
。

つ
ぎ
の
日
程
で
央
庖

し
ま
す

《
カ
ツ
コ
内
は
ゾ
反
応
判
定
と
B

C
G緩
種
目
)
。
場
所
は
市
保
健
セ

ン
タ
ー

ハ
二
条
大
路
期
間

-
了
白
河

9
月
1
臼
ハ
3
日
〉
済
禁
演
奨

爾
・
衛
艦
北
各
佼
区

経
婦
の
た
め
の
・

t
'
Z
1
J

r円
同
同
同
・
」

降
線
二
十
八
週
ま
で
の
M
m
鍋
の

た
め
に
、
次
の
日
程
で
奈
良
保
健

所
〈
西
木
辻
町

盆
@
穴
一
七

一
、
左
商
務
自
民
保
健
セ
ン
タ
ー

《
髭
奨
ケ
丘
二
寸
自

冨
@
孟
九

一
二
で
聞
き
ま
す
・
受
傷
希
鐙

者
は
電
話
で
希
盟
寸
る
教
室
開
櫨
臨

場
所
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

定
員
は
奈
良
保
健
所
四
十
人
西

奈
良
保
健
セ
ン
タ
三
十
五
人
。

当
日
は
凪
昭
子
手
帳
筆
記
A
持

参
。
持
聞
は
各
日
午
後
一
時

t
三

時
学
。

〈
カ
ツ
コ
内
は
商
奈
良
保

健
セ
ン
タ
ー
の
日
程
》

9
月
2
日
《
4
B
V
大
宮
大
安

寺
西
各
校
区

9
R
8
R
ハ
m
a
n
v
右
京
将
功

-
朱
後
平
他
候
各
校
区

対
象
は
ツ
ベ
ル
タ
リ
γ
判
定
当

白
に
生
後
六
カ
月
以
上
四
十
八
カ

月
ま
で
の
未
検
査
児
ル
前
回

-
固

だ
け
受
け
て
陽
性
・岡
県
陽
性
の
子
園

吟
聞
は
午
後
二
時

t
三
時
。
偲
子

手
帳
を
お
忘
れ
な
く
。
問
い
合
わ

せ
ば
宮
市
街
生
課
ハ
曾
@

-
-
一
一
》

ヘ
。
他
校
区
は
順
次
縄
織
。

【受
け
ら
れ
な
、
子
】
①
循
痘

・

ポ
リ
オ

・
麻
し
ん

風

し

ん

お

た
ふ
〈
か
ぜ
の
予
防
祭
姐
置
か
ら
各

四
週
間
そ
の
他
の
予
防
機
峰
置
か

9
月
3
B
(
9
R
U
日
〉

中
の
く
ら
し
か
た
」

9
月
刊
日
《
9
月
日
目
》
『
妊
娠

中
の
歯
の
衛
生
」

「
妊
娠
中
の

た
べ
も
の
」

9
月
口
臼
ハ
9
H
m
w
日
)
「
奈
な

お
監
を
す
る
た
め
に
」

9
R
M
B
ハ
9
R
m
a
》
「
鑑
後

の
〈
ら
し
か
た
」
「
赤
ち
a
T
ん

の
育
て
カ
た
」

『
任
綴

一
三

歳

児

健

診

~

i
i
i
L
 

つ
ぎ
の
目
租
で
行
L
ま
す
。
場

所
は
西
安
良
県
民
セ

y
タ
ハ
m
z

羨
ケ
丘
二
7
目
‘

・・

@

五

九

}

↓

v
。
対
象
兇
は
昭
和
五
十
八
年

ら
一
一
遷
間
以
上
た
っ
て
レ
な
い
子

②
一
年
以
内
に
ひ
き
つ
け
〈
け
L

れ
ん
)
を
起
ζ
し
た
子
③
麻
し
ん

民
し
ん
お
た
ふ
〈
カ
ぜ
ホ

ぼ
う
そ
う

・
り
ン
ゴ
病
手
足
ロ

白
剤
が
治
っ
て
か
ら
四
週
間
以
上
た

。
て
L
な
L
平
岳
突
発
性
発
し
ん

と
び
ひ
自
治
っ
て
か
ら
一
一
遍
間

以
上
た
勺
て
L
な
L
子
⑤
免
疫
グ

胆
プ
リ
ン
の
緩
衝
か
ら
二
カ
月
以

上
た
勺
て
い
な
い
Z
支
@
丸
月
中
旬

か
ら
実
施
の
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ

y

予
初
仙
伎
鑑
を
受
け
る
子
。

副
む
し
醤
を
つ
〈
I

り
な

園

鍾
い
た
め
の
録
親
教
室

聞

市
と
市
歯
科
医
師
会
の
共
鍬
で

日
本
筋
シ

ス
ト
日
フ
4

1
箇
会
会
良

支
偲
が
つ
ぎ
の
と
お
り
筋
蚕
鎗
痘

無
料
検
鯵
を
実
施
し
ま
す
。

と
き
園
九
月
七
日
《
日
V
午
前

十
時
カ
ら
マ
と
こ
ろ
同
国
立
療

餐
所
西
宮
原
良
病
院
ハ
七
条
町
)

V
対
象
H
送
行
性
筋
委
縮
症
の

脳陣
療
を
持
つ
人
や
病
名
不
明
で

手
足
一か
ぞ
せ
て
動
会
耀
く
筋
肉

の
異
常
を
感
じ
て
い
る
人
《
H
p

fJ
マ
チ
、
悩
作
包
担
繍
汁
腰
痛
は

)
l
I
l
li

t

-

-

1

1

 

政

当

し

ま

せ

ん

)

N

個

人

用

テ

ー

プ

の

み

自

己

負

倹
診
希
叡
者
は
八
月
三
↓
一
日
位
。

ま
で
に
直
緩
電
包
で
同
支
部
処
舗

手
鏡
み
教
室

九
月
五
日

t
十

爪
傘
焚
さ
ん
カ
(
盆

O
七
四
五
⑮
一
月
一

-十

}
日
ま
で
の
毎
週
金
蝦

=
一O
四
七
》
へ
@

日
午
前
十
時

1
正
午
。
十
二
回
マ

定
員
M

六
人
V
内
容
M

冬
物
セ
ー

タ

マ
費
用
・
材
料
費
の
み
自
己

負
担
。

※
ど
ち
ら
も
対
象
は
心
身
隊
嘗

者
。
受
蛾
希
雇
者
は
は
が
き
に

住
所
氏
名
、
電
話
番
号
年

齢
陣
容
の
種
別
と
程
度
を
省

L
て
カ
ラ
オ
ケ
持
旬
以
単
は
八
月
三

筋
萎
縮
症

無
料
検
診

底
知
議
抽
出
寝
間F

五
回
耐
町
五
七
凶
-

電
極
a
σ
七
主
八
￥
-
v

カ
ラ
オ
ケ
敏
童

九
月
十
三
日

ー
ォ

一
月
二
十
二
日
ま
で
の
毎
月

第
二
四
土
曜
日
午
後
一
時
半

t

三
時
学
マ
定

μ・
二
十
人
マ
賞
用

四
月
二
日
i
周
年
十
月
一
日
生
ま

れ
。
問
診
検
属
品
開
科
健
診
、

内
科
齢
察
、
身
畏

・
体

重

胸

闘

の
測
定
、
育
児
指
導
カ
あ
り
ま

すロ
受
け
付
け
は
午
前
九
時

t
十一

時
、
午
後
一
時

t
ニ
臨
時
学
の

一
一

旬
。
舟
守
手
帳
を
お
忘
れ
な
く
。

ハ
値
段
区
は
順
次
備
軍
)

9
月
4
日
〈
木
V
S
肉
和
鶴
舞

ニ
名
各
校
区

9
月
日
目
(
木
》
登
焚
ケ
丘

・
三

雄
高
校
区

9
月
同
日
《
木
》
東
E
z
a
突
ケ
丘

平
城
西

e
宮
維
筋
三
富
雄
鳳
向

各
佼
区

9
月
お
日
ハ
木
〉
富
緩
北
白
m
H
A

制
校
区

一
一寝
泊
ら
大
強
ま
で
の
幼
兇
を
持

つ
母
裂
と
そ
の
予
を
対
象
に
開
き

ま
す
。
怠
加
希
箆
者
は
八
月
三
十

a
ま
で
に
は
が
き
b
電
際
で
住

所
氏
名
年
船
ハ
綾
子
と
も
V

電
甑
番
号
を
明
ら
A
n
に
し
て
市
保

健
セ
ン
タ
ー
〈
二
条
大
路
市
川

-
1

自

曾
@
一

一
-
こ
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ

11
巾
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
遇
。

と
き
M

九
月
寸

-
目
(
本
〉
午

前
九
時
半

t
正
午
V
と
こ
る
M

市
保
健
七
Y
タ

マ
内
響
・

「
衡
の
際
齢
並
び
の
脇
」

術
創
刊
検
診
プ
ラ
γ
シ
ン
グ
指

導
、
プ
ヅ
察
塗
布
《
m
w
子
手
帳

練
生

・
鮒
和

・
西
大
寺
北
大

白
衣
寺
西
神
功
朱
犠
祷
並
R

m

絞

阪

日
記
・
伏
見
南
各
俊
E

H
密
都
公
民
館
で

H

9
月
4
B
《
木
V
A
見

・
宮
筋
北

宮
繕
商
問
幽
爾
舞
有
利

・
一
一

名
登
焚
ケ
丘
東
登
焚
ゲ
丘

富
雄
第
=
7
E
T
U
楓
量
四
三
権

各
校
区

各
γ

」
護
婦
洲
町
弱
彰

S
E--E 

E
-
-
v
 

瞳
副
乳
食
敏
宣

離
乳
を
始
め
る

時
に
必
要
な
基
礎
的
雌
乳
食
の
作

り
方
と
品止
し
い
a
H
児
知
識
を
修
得

し
て
も
ら
ー、
ま
す
。

と
き
M

九
月
五
日
(
金
〉
午
前

十
時
J
疋
午
V
雛
乳
食
を
飴
め

よ
う
と
す
る
怨
緩
と
そ
の
家
飯

V
O忠
良

u三
人

V
内
容
H
調

理
の
笑
横
指
場
k
m
a教
育

V
申
し

込
み
日
電
話
で
岡
セ
ン
タ
ー

へ
。

日

i
乳
児
健
康
相
談

i
A

r目
前
保
健
セ
ン
タ

E

F
L

H
2
2
5
?で
m

市
保
健
セ
メ
タ
合

一条
大
路

南
一
了
目

盆
@
一
一
一

一
V
と

西
奈
良
県
民
セ
ン
タ
ハ
笠
美
少

丘
二
丁
目

盆
⑩
玄
九
一
一
V
で

尖
佐
慮
。
対
象
児
は
崎
和
六
オ

一
年

二
月
生
ま
れ
。
身
体
針
測
運
動

発
達
の
観
察
隊
策
問
診
、
育

児
・
栄
養
の
指
導
。

政
当
児
に
は
閃
陰
嚢
を
返
り
ま

す
が
七
月
十
五
日
以
降
の
転
入

者
や
そ
の
他
の
事
情
弔
届
カ
な
い

人
は
直
径
来
て
く
だ
さ
い
。
日
程

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
受
付
略
聞
は

午
前
九
時
掌
F
十
時
半
。
母
子
子

似
合
お
忘
れ
な
く
。

リ
市
保
健
セ

ν
タ

で

H

9
月
2
日
〈
火
)
鉄
長

e
a
飛
鳥
・

鳥

見

柑

和

宮

雄

第

三

鮫

阪
北
各
校
区

9
M
8
日
ハ
月
〉
大
宮
阻
原
e

柳
生
大
仰
生

・
三
催

。油
開功

朱
温
各
校
低

9
月
凶
日
ハ
火
)
猪
井
ム
ハ
条
e

済
倣
民
宿
京
ゐ
や
め
池
各
校

区
9
月
m
“
日
ハ
月
)
平
厳
伏
見
・

由来市

e
明
治

・
盤情解

e
伏
見
山
畑

各
校
区

9
n
m
n
(
月
〉
佐
保
大
安
t
q

西
-
宮
厳
北
・
智
雄
阜
市

・
済融安

甫
問
各
絞
医

9
m
m
B
ハ
火
》
続
帥
明
大
安
寺

-
丙
ふ
〈
包
マ
北
・
辰
吉
m
続
犠
各

校
区

HH
商
奈
良
県
民
セ
ン
タ
ー
で
H

9
月
9
日
〈
火
)
組
問
舞
・
背
和

二
名
登
焚
ケ
丘
・
東
登
焚
ケ

丘
・
平
援
丙
各
佼
区

x 

x 

平
地
肌
純
付
書
の
こ
と
》

も
一
歳
六
カ
月
児
に
，
、
，

j

一

健

康

診

査

一

r、
，
‘
，
経
産
婦
・
日
付
値
聡

6
1』

市
保
健
セ
ン
タ
ハ
二
条
大
路

陶

一
丁
目
、

盆
@
一

一
-
=

と

副
都
公
民
館
ハ
伸
子
園
北
ニ
T
M
V
で

実
施
。
対
象
兇
は
昭
和
六
」
守
年
}

月
生
ま
れ
@
身
長

。
体
兎
測
定
、

診

察

問

齢

歯

科

健

診

保

健

指
議
が
あ
り
ま
す
。
鍬
当
兇
に
は

問
診
票
を
送
り
ま
す
カ
七
月
十

五
日
以
降
の
転
入
者
や
そ
の
他
の

事
情
で
届
か
な
、
人
は
直
後
来
て

く
だ
さ
い
。
日
程
は
つ
ぎ
の
と
お

り
で
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
一
時

学

t
一
一
時
事
。
厨
子
手
帳
を
お
忘

れ
な
く
・

十
-
日
手
編
み
教
を
は
同
二

十
九
日
ま
で
に
必
着
で
阿
セ
ン

タ
ー
へ
(
電
話
で
も
可
》

。
応

薄
者
多
数
の
場
合
は
蝕
湾
。

書
湿
潤
闘
を
曾
陵
し
ま
す

九
刀

七
日
か
ら
毎
週
日
曜
日
を

「
薬
湯

臼
」
と
し
セ
ン
タ
内
男
女
各
お

室
で
実
箪
し
ま
す
。
隊
脊
者
で
あ

れ
ば
左
な
た
も
付
き
添
い
ν
の
人
と

と
も
に
無
料
で
入
浴
で
き
ま
す
。

入
浴
時
聞
は
午
前
十

一
時

t
午
後

八
時
学
。

ま
た
舵
貧
U
燭
術
科
健
鯵
も
こ

の
日
程
で
向
脇
町
に
行
iu
ま
す
a

M
同
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
h

9
月
刊
日
(
木
》
鮫
阪
飛
鳥
e

ヨ
例
突
出
W
芥

e
佐

保

大
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